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～幼保小の交流を通してどのような変容が見られていますか～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生が幼児と関わることで、主体的に自分の考えを持って行動する姿が見られた。

幼児は児童の活動の様子や、話を聞いて、小学校に対する期待や意欲を膨らませてい

る様子が見られた。（１年生担任教諭） 

幼保施設からの指導方法から継続して小学校の先生につなげることで、子供も戸惑

うことなく授業に入るのではないかと感じたのでいろいろな先生がそういった経験を

できるようになるとよいと感じた。（小学校教諭） 

小学校体験で卒園した子供が落ち着いて授業に参加して、先生の話を聞いたり自分

の意見を伝える場面がたくさん見られた。時間を意識した声掛けや活動を、今後の保

育の中で見通しを持って接していきたいと思う。（保育園保育士） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

接続期カリキュラムの活用にいつから取り組んでいますか？ 

誰がどのようにしてカリキュラムを作っているのですか？ 

活用に当たって配慮していることはどんなことですか？ 

各園のみなさんからどのような声が寄せられていますか？ 

８ 県内の取組紹介② 

令和４年度から「幼保小架け橋プログラム事業」(文部科

学省)に取り組んでいます。５歳児から 2年生までの接続

カリキュラム及び５歳児から中学３年生までの１０年間の

学びの連続性を捉えた全体構想を現在作成しています。 

 

 

 白石市教育委員会では、平成２４年から取り組んでいます。 

令和 5 年度は、架け橋期のカリキュラムの他にモデル中学校区で小学校３年生か

ら中学校３年生までの学びの連続性を捉えた全体構想を作成し、令和 6 年度から実

践・検証する予定です。 

令和 4 年度は架け橋プログラム運営会議を組織し、市内の保育園・幼稚園長と小学校の

校長、実務担当として各園や小学校の代表者が委員となりカリキュラムの土台を作成しま

した。令和 5 年度はそれらを実践しながら振り返りを行いました。さらに、1 つの中学校

区をモデル地区として小学校３年から中学校 3 年までの学びの連続性を捉えた全体構想を

作成しました。令和 6年度は幼保小・中と実践につなげる予定です。 

各学校・園に開発会議、運営会議の委員または、カリキュラム作成委員がいることから、

内容が周知されるほか、理解研修や双方の体験研修、または実践振り返りの会などを行う中

で互いが顔の見える関係づくりに配慮してきました。特に双方での体験研修後に行う振り返

りの会では、互いの感想や疑問点などを出し合い、子供理解に役立ちました。その後の保育

実践や、授業に大いに参考になるので、振り返りの意見交換は重要と考えております。 
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18 

 



19 
 



20 

 



21 

 



22 

 



23 

白石市教育委員会アプローチカリキュラム―資料編― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各保育園や幼稚園で経験している共通の遊び等を保育園や幼稚園、小学校で共有することに

より、小学校入学後に“みんなが知っている歌や遊び”を取り入れた活動がしやすくなり、児

童の安心感や意欲的に取り組む姿につなげています。 



24 

白石市教育委員会スタートカリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校で日常的に作成されている週案の様式で１～４週目まで作成しています。留意点には、

幼保からのつながりを意識した授業のポイントが具体的に記載されています。 
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 １年生の学校生活や学習を月単位で見通し、場面毎に手立てが記載されています。また、 

月毎のねらいを段階的に設定し、滑らかな接続となるように配慮しています。 
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 新たに作成した「単元デザイン」です。生活科を中心として各教科を合科的・関連的につなげたり、

単元間を関連付けて学習を組み立てたりすることを指導者が視覚的につかみやすくデザインしまし

た。体験から児童の思いが膨らみ、活動が生まれ発展していくように意図をもって関連付けています。 
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「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」とのつながりは、小学校での育ちを

就学前施設での育ちと関連付けて見取ることができるようにしています。 
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２年生の生活科についても「単元デザイン」を作成しました。これは１年生からの学び

の連続性を意識した教育活動が展開できるようにしたものです。 
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２年生に進級しても生活科の中に架け橋期カリキュラムのつなぐ

を意識して作成しています。 
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白石市教育委員会 小中連携の学びの連続性における全体構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校までの学びの連続性を意識した取組を行うため、小学校３年生から中学校３年生ま

での全体構想をモデル中学校区で作成しました。 

「学びをつなぐ」「人をつなぐ」「生活をつなぐ」の３つの視点と関連させながら、小中学校で

の学びの連続性が一覧できるように作成しています。 


